漢服・唐装・チャイナドレス　2　章炳麟の紋付羽織 by Yusa, Toru




























































































































渡った 1899年6月14日から 8月下旬までが 1度目、 2度目は官憲の追及を避
けるようにとの友人の勧めに従った 1902年2月28日から 7月までの期間、最
後は1903年6月に出来した「蘇報事件Jによる 3年間の獄中生活から解放され

































































































































































7. W到"影楼回憶録~ (大華出版社、 1971年、香港)。
8. W東方雑誌』第 33巻第 1号、 1936年。いま、陳平原、杜玲玲編『学者追憶
叢書 追憶章太炎~[中国広播電視出版社、 1997 年、北京]所収版を使用した。
























17. W薬味集~ (新民印書館、 1942 年、北京。いま『周作人全集~ [藍灯文化事業
股扮有限公司、 1982年、台中]所収版を使用した)。
18. 中国科学院歴史研究所第三所蒐集『民報~ (科学出版社、 1957年、北京)影
印版を使用した。
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[図1] 
章嫡麟が日本で跳えた
愛用の紋付羽織
(著者揖彫)
? ? ???
[図2]
3度目の日本亡命中
に紋付羽織を纏い留
日中国入学生に 『説
文解字』を講じる場
面のジオラマ
(著者撮影)
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[図41
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袖紋として入れられた
諒書体の「漢」の一字紋
(著者撮影)
夫から送られた紋付羽織を持つ
章夫人、濁国梨
(著者撮影)
??? ?
?
[図51
f民報j第6号巻頭に掲載
された和服姿の章柄麟
羽織の袖紋は「漢Jではな
く日本の伝統家紋らしい
(丸に土佐柏較か)
